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Rodney Stark, Cities of God. The Real Story of How Christianity Became an Urban Movement
and Conquered Rome. HaperCollins, 2006.
(13)「植村の伝道局支配」については、佐藤（1999、115-126）を参照。
(14) 明治後半から大正期にかけての歴史状況は、「天皇教」の形成を論じる上で、重要な時期である。島
薗(2008)は、この問題について実証的な論究を行っているが、本稿でも取り上げた、植村の「天長
節」に関する言及も、天皇・皇室崇敬の儀礼システムとその教育・普及システムの確立と密接に関わ
っていると考えられねばならないであろう。
(15) ここで念頭に置かれている「天皇教」とは、千葉眞が無教会第二世代の思想家の戦争論を論じる中
で提起した問いであるが、竹内（1989）が日本人における没理性的な「集団帰属意識」「集団同調主
義」として日本的宗教性（その核心にある国家宗教としての天皇教）の問題性と批判的に論じている
ように、近代日本のキリスト教を分析する上で、決定的な視点であるように思われる。竹内の宗教論
としては、『意味への渇き──宗教表象の記号学的考察』（筑摩書房、1988年）も参照。
(16) イギリスやフランスを基にした西欧的近代化モデルを安易に他の諸地域の近代化に適応することの
問題性は、近代化が多様性を有していることに関わっており、日本への適応はもちろん、ドイツな
どの中欧やあるいは東欧に適応する際にも慎重でなければならない──アーレントは、『全体主義の
起源』において、二大政党による政党政治が妥当する範囲がイギリスとアメリカに限定されることを
示唆している──。この点については、次の拙論を参照。
芦名定道「近代/ポスト近代とキリスト教──グローバル化と多元化」、『キリスト教と近代化の諸
相』（「近代／ポスト近代とキリスト教」研究会、研究報告論集・創刊号）、2008年、3-18頁。
(17) 鈴木の「日本的霊性」「大地性」については、鈴木（1944）と芦名（2007）を参照。
(18)「キリスト教基礎共同体」に密接に連関している「解放の神学」に関しては、日本でも、1980年代を
中心に多くの紹介がなされたが、次のグティエレスの文献はとくに重要である。
Ｇ．グティエレス『解放の神学』（関望、山田経三訳）岩波書店、1985年。
(19) 自由民権運動とキリスト教について（とくに、農村あるいは地方都市における）は、土肥（1980, 90
-103）を参照。
(20) 内村は、「デンマルク国の話」において、豊かな精神性に裏付けられた農業中心の非軍事的小国をい
わば国家の理想として描いているが、内村思想における農業の問題は、彼が札幌農学校時代に学んだ
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生物学学識との関係、さらには日本の伝統的な農本主義的背景を視野に入れて、今後研究を進める必
要があるのではないだろうか。
(21) 芦名定道「アジア・キリスト教研究に向けて（１）－その視点と方法－」
『アジア・キリスト教・多元性』（現代キリスト教思想研究会）第３号、2005年、71-88頁。
「アジア・キリスト教研究に向けて（２）－方法と適用－」
『アジア・キリスト教・多元性』（現代キリスト教思想研究会）第４号、2006年、43-62頁。
(22) この矢内原の議論については、芦名(2007)を参照。
(23) 日本人の自画像の虚構性の脱構築を遂行する際には、小熊（1995）、網野（2000）、小坂井（2002）
が参照できるであろう。
（あしな・さだみち 京都大学大学院文学研究科教授）
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